
（別紙３）

～ 令和８年　２月　２８日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和８年　２月　２８日

（対象者数） 15 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童の評価を適切に行い、スモールステップでできる事がふ

やしていけるように、本人と話しをする機会を設定してい

く。どの職員でもPECSを同じようにできるように、研修を重

ねていく。

2

業務時間内で研修を受けることができるように、時間を捻出

していく。効率化を図る。研修の内容をスタッフ間で共有

し、自分たちの技術のレベルを向上していけるようにする。

3

介護等をしているスタッフ家族の状況も把握し、大変な時期

には手伝える仕事の内容を確認しあえるようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訓練室を離れるときは、スタッフ間で声をかけあう。できる

かぎり、トイレから早くもどれるように、トイレの中で不足

するものがないように事前に準備をする。

2

空気を動かせるように、扇風機を増やした。定期的に窓をあ

けるように声を掛け合っている。

3

週に１日の勤務の非常勤もいるので、非常勤同士で顔を合わ

せる環境を設定する必要がある。スタッフ間で親睦をはかれ

るように、社員旅行を取り入れている。

活動プログラムや保護者支援の充実、コグトレ、SSTの丁寧な

確認

運動療育、ヴィジョントレーニング、コグトレ、ＳＳＴ、ＰＥ

ＣＳ、個別療育、集団療育、外出支援、こども食堂、川遊び、

自転車、ライトイットアップブルーのボランティア活動、家族

会など様々な活動を行っている。事業所ごとにプログラムが異

なり、充実している。コグトレの内容を保護者に共有して内容

を決めている。児童がやりたいプルグラムを選択している。児

童の気持ちを聞き取りをしている。場面切り替えをしている

研修制度の充実 職員がたくさんの研修を受講することができる。会社が全額負

担になっている。日帰りで研修旅行を企画し、就労について勉

強を実施した。児童が成長したら、どのようにして福祉的就労

について活躍をしていくか理解をし、何をできるようにすると

社会にでたときの支援になるのか、スタッフの理解が深まっ

た。

スタッフ間の体調の情報共有 スラックを活用し、各自の体調が崩れた時に情報を共有して、

他のスタッフが代わりに出勤できるかどうか、早めに確認をす

ることができている。

人員定着がしてない 勤務日数が少ない非常勤さんが多く、コミュニケーション取り

にくくなっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

室内が広いため、玄関やトイレ対応と室内に分かれる職員の目

が離れることがある。

トイレに入っている間はスタッフが１人トイレ介助に付き添う

ため、訓練室の中が手薄になりやすい。できるだけ、スタッフ

の充足をしていきたいが、人手が充足されているとは言い難

い。

事務所の換気がないため感染症のリスクがある。 事務所内の構造の問題がある。

令和８年　１月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　３月　３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 すくすくキッズ

○保護者評価実施期間
令和８年　１月　１０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


